
ペア碁ワールドフェスティバル 2025 

荒木杯ハンデ戦 競技規定 

 

大会は、『ペア碁規約』に基づき競技を行います。その他規約になき事項は下記の規定に基づいて

行いますので、必ずご一読ください。 

 

1. ペアは男女のペアといたします。 

2. 大会はスイスシステムの 4回戦で行います。 

3. 参加組数に応じて全体を A・B・Cブロックに分け、そのグループ内で競技を行います。 

4. ハンデはポイント制とします。詳しくは『ペア碁規約』を参照してください。 

5. 手合い割はペアのハンデポイントの差をもとに『ペア碁規約』の手合い割表に従い 

  競技を行います。ただし、ハンデ差に関わらず最大 5 子逆コミ 6 目(持碁白勝ち)までとしま

す。ポイント差がない場合は、互先先番 6目コミ出し(持碁白勝ち)とします。 

6. 誤順はペナルティ 3目です。 

7. 全対局手合い時計を使用いたします。 

8. 持ち時間は A・B・C各ブロックとも 40分とし、時間切れは負けとなります。 

9. 遅刻により定刻に対局が始まらない場合は、遅刻しているペアの対局時計を進め、持ち時間

から引きます。20分を超えて遅刻をしたペアは不戦敗となります。 

10. 碁盤は 1面を使用し、男性どうし女性どうしが向かい合って着席して下さい。 

11. 手番は女性が握って決めて下さい。 

12. 手合い時計を置く位置は白番に決定権があります。時計を押す場合必ずしも男女交互に押す

必要はありません。どちらかが代行しても構わないものといたします。 

13. 対局中のトラブルは審判が判定いたします。その裁定に異議申し立てはできません。 

14. 主催者は、選手及び観戦者の行為・言動が大会の精神また、競技の進行を著しく阻害すると

判断した場合、当該選手の失格また選手・観戦者の参加を取り消すこともございます。 

15. 順位は全てコンピュータで計算いたします。参加ペア数の関係で、全勝しても優勝できない

場合がありますのであらかじめご了承ください。 

 

《 棋力の申告・認定 》 

参加選手は自己の棋力を証するものとして、第三者が承認した棋力を申告していただき、大

会実行委員会が別途定める認定委員会の審査により、その棋力を認定いたします。 

 

 

競技注意事項 
● 暑さ対策をいただいた上で、カジュアルすぎない服装でご参加ください。 

● 対局中は禁煙です。また、対局中の鍼灸などの行為は禁止といたします。 

● 対局中ペアは同時に離席できません。同時に離席した場合は棄権とみなします。 

● 対局中のトラブルは必ず審判に申し出て下さい。また審判の裁定には従って下さい。 

● 対局中、相談、身振り、独り言など着手以外の方法でパートナーと意思の伝達、 

アドバイスといった情報交換を禁止とします。 

パートナー間で不当な情報交換が認められた場合、反則負けとなります。 

● ペア碁は知力を競い、エチケットを尊重する紳士・淑女のペアゲームです。 

マナーに反する言動、行為、態度、服装はくれぐれも慎み、楽しい大会になりますようご協力下さい。 



誤順について 

 

パートナー間での着手の順番を間違え、正規のローテーションから逸脱した場合はこれを誤順と

称す。(正規のローテーションとは黒番女性→白番女性→黒番男性→白番男性の一巡） 

誤順が検知された場合は次の措置を取る。 

  

(1) 直前の着手が誤順になっている場合にのみ誤順違反を指摘できる。  

(2) 指摘された誤順が故意による場合は、その時点で違反側の反則負けとする。  

(3) 指摘された誤順が故意によらない場合には、その１つ前の手番の着手を確認する。  

(4) １つ前の手番が正規のローテーションで着手されていた場合は、指摘された誤順の違反側に

対して３目のペナルティーを課したのち対局を継続する。  

(5) １つ前の手番も正規のローテーションで着手されていない場合は、指摘された誤順に対して

はペナルティーを課さず対局を継続する。  

(6) いずれの場合も手番をさかのぼって打ち直すことはせず、最後の手番側が正しく着手したも

のとみなし、最後に実際に着手した対局者を起点として正規のローテーションになるように

次の手番側は着手しなければならない。  

(7) 誤順が検知された場合は、次の手番側はいかなる場合も「ルール(6)」に従って正規のローテ

ーションに戻す義務があり、これに違反した場合は新たな誤順違反の対象となる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア碁ワールドフェスティバル 2025実行委員会 

【誤順および正規ローテーションへの戻し方の例】  
・ 
・ 
・ 
●女性 正規のローテーション  

↓   

○女性 正規のローテーション  

↓   

●男性 正規のローテーション  

↓   

○男性 正規のローテーション  

↓ 

●男性 ここで誤順が発生、誤順違反が指摘され、  

↓     ３目のペナルティーが課された 

        (本来、次の着手は●女性である)  

○男性 これで正規のローテーションに戻る  

↓   (なぜなら●男性の次は○男性が正規であり、 

ここでもし○女性が着手すると新たな誤順違反となる) 

●女性 正規のローテーション  

↓   

○女性 正規のローテーション  
・ 
・ 
・ 


